
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【当日の説明会風景】                【交流会でまず乾杯！！】     【交流会のひとこま】 

 

 

 

 

 

  

 琵琶湖保全再生法説明会 開催 

7/12（水）滋賀県琵琶湖環境部より講師をお招きして上記内容の説明会を大津市内のホテルで開催しました。 

開催趣旨は、この4月より琵琶湖保全再生計画（以下、計画という。）が本格稼動を始めましたので、滋賀県より

計画の取組内容と今後の推進について説明していただき、その後、琵琶湖環境科学研究センター様より、センタ

ーの取組内容と今後の方針また国立環境研究所との関わりあいについて説明していただきました。 

仁連会長の挨拶のあと、滋賀県の中村氏より資料に基づき、計画に至るまでの過程の説明と、琵琶湖を「守

る」・「攻める」・「支える」この 3 つが計画のキーワードになるので企業との係わり合いがさらに大切になってくると

の説明がなされました。そのあと、谷口氏よりセンターの取り組みと今後の方針等の説明がありました。 

参加者から、下流域にもっと発信して協力を求めたらどうか。県には様々な部会があるが分科会とのつながりが

わからない。企業は具体的にこの計画にどう関るべきか方向性がわからない。琵琶湖環境科学研究センターには

40 年も培ってきたデータがあるのだから情報をオープンにして民間の知恵を借りてほしい。数値目標が必要。など

の意見が寄せられました。今回の説明会では、まだ計画が始動したばかりでもあり、企業が具体的にどうこの計画

に関っていくべきかまでは踏み込めませんでしたが、企業と県との連携パイプを増やし、積極的に協働すること

が、この協会の役割だと実感しました。今後、この会議を重ねることで一歩ずつ確実に階段を上って計画到達を支

援したいと思いますので皆様方からのご支援・ご協力・ご提言を宜しくお願い申しあげます。 

 

本年度は「湖底堆積物の魅力と利用そしざる魅力等について、そして琵琶湖の底質活性化とその応用について

多角的な角度から琵琶湖への理解を深めるために、今回のシンポジウムを開催しました。 

◆開催日時 平成 29 年 7 月 12 日 （水） 15：00～19:00 

◆開催場所 ピアザ淡海「303 会議室」 

◆参加者      40 名   

                     【当 日 の プ ロ グ ラ ム 】 

 １、開会の挨 拶       仁連会長 

 ２、説明会内容 

① 「琵琶湖を守る、活かすことの好循環をさらに推進」 

             講師：琵琶湖環境部 琵琶湖保全再生課 課長 中村 達也氏  

② 「琵琶湖環境科学研究センターの取り組みと今後の方針」 

                講師：滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 副センター長 谷口 良一氏 

３、閉会の言葉  吉田専務理事 

４、交流会      同上ホテル ビアガーデン  17:30～19:00 

 

    

                                         


